
 

  

 

 ブログでも福寿園の日々の様子をお伝えしています。コチラから⇒ http://www.fukujyukai.jp  

撮りたてアルバム 平穏な暮らしを願う 福寿観音法要 

皆さんの夢、叶えます！ 幸せの巻き寿司 

みんなの笑顔 中学生がくれたもの 

施設長通信 いつでも・どこでも・誰にでも思いやりと支える心を 

美味しい献立 旬を召し上がれ！ 

 

福 寿 園 



 

  

１０月９日（水） 

園の中庭には、開設当初から、入居者の皆様の

平穏な暮らしを見守り続けてくださる「福寿観

音」が祀られています。 

そして年に一度、１０月に「観音法要」を行っ

ています。今年も、小松市にある那谷寺の木崎

ご住職をお招きし、法要を行いました。当日は、

天候にも恵まれ、初秋の心地よい日差しの元 

入居者の皆様は静かに手を合わせていらっし

ゃいました。観音様の手に握られている蓮

は、泥水の上でも、美しい花を咲かせる植物

です。環境に左右されない清い心の象徴とさ

れています。 

この法要は私たち職員にとっても、自身を見

つめなおす貴重な機会となっています。 

（文責：二ツ木） 

  

 

 



 

   

今回は、手取フロアの竹田恵美好様と、山口良子様の

夢をご紹介します。 

お二人に共通するのは「巻き寿司」が大好きなこと。

お二人とも、昔はよく巻き寿司を作り、家族みんなで

召し上がっていたそうです。 

そこで、今回は、お二人で力を合わせて、巻き寿司を

作り、フロアの皆様に振る舞っていただくことにしま

した。また、今回のプランには、もう一つのミッショ

ンがあります。それはベトナムからの技能実習生に

「巻き寿司」の作り方を教えることです。 

お二人とも、昔取った杵柄で、手際よく作業を進めて

いきます。技能実習生は、二人に指導を受けながら一

緒に作業します。あっと言う間に出来上がった、１０

本の巻き寿司は、すぐにフロアの皆さんに振る舞われ

ました。美味しそうに召し上がる皆さんのご様子を見

て、作られたお二人はとても満足そうな表情でした。

技能実習生は、とても楽しい経験でしたとのこと。 

お二人の夢が、たくさんの人を幸せにしました。 

（文責：野村） 

今回は、手取フロアのエピソードをご

紹介します。 

この日、白山市の北辰中学の皆さんが

職場体験で園に来てくれました。 

３日間の体験では、入居者様とのレク

リエーションや、お食事の準備・後片

付け等をお手伝いしていただきまし

た。初日は、とても緊張した様子でし

たが、２日目には、大分リラックスし

て、笑顔で入居者様とコミュニケーシ

ョンをとっていました。そして最終

日、今回のために、考えてきてくれた

ゲームで、皆様を楽しませてくれまし

た。写真は、お別れの時のものです。

入居者様へのメッセージが書かれた色

紙をプレゼントしてくれました。入居

者様は、「ありがとう」とおっしゃいな

がらも、とても名残惜しいご様子でし

た。中学生の皆さん、３日間ありがと

うございました。また園に遊びに来て

くださいね。  （文責：吉川） 

皆さんの夢、叶えます！ 
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特別養護老人ホーム福寿園 

〒924－0836 

石川県白山市山島台四丁目 100 番地 

ＴＥＬ 076-276-3545 ＦＡＸ 076-276-3759 

ＨＰアドレス http://www.fukujyukai.jp 

Ｅ－ｍａｉｌ  fukujyu@po.incl.ne.jp 

 

福寿会の理念 

「福祉の心を社会のために」 

私達は施設を利用される方の個人の尊厳を保持 

し、日々充実した生活を送られるよう支援します。 

施 設 長 通 信 美 味 し い 献 立 

１ １ 月 の 予 定 

5 日 （火） 余技展見物 9：30 

6 日 （水） ワイワイ交流 10：00 

7 日 （木） かすみ草歌謡ショー 14：00 

8 日 （金） 紅葉見物 10：00 

14 日 （木） ベーカリーふくふく 昼食 

15 日 （金） 握り寿司 昼食 

19 日 （火） グランド交流カフェ一福 13：30 

25 日 （月） 認知症あんしん塾 13：00 

27 日 （水） 報恩講（勝善寺 竹垣住職） 10：30 

30 日 （土） アニマルセラピー 14：00 

00  

フロア 手作りおやつ 活動日 

Ａ 28 日（木） 午後 21 日（木） 未定 午後 

Ｂ 26 日（火） 午後 21 日（木） レクリエーション 午後 

手 取 14 日（木） 午後 26 日（火） 未定 午後 

加 賀 29 日（金） 午後 26 日（火） 未定 午後 

白 山 26 日（火） 午後 29 日（金） 足湯 午後 

行事へのご家族の皆様のご参加をお待ちしています。 

 

旬を召し上がれ！ 
食欲の秋到来ということで、海の幸、山の幸
ともに美味しい食材が出回る季節です。 
園では、皆様に季節を感じていただける旬の
ものをご提供することを、心掛けています。 
この日のメニューは、まつたけご飯、ナメタ
カレイの煮つけ、すまし汁、かぶの煮物でし
た。カレイは、身が柔らかく美味しいと皆様
とても喜ばれていました。 

福寿園の令和元年のスローガン 

「いつでも・どこでも・ 

誰にでも思いやりと支える心を」  

今年新しく立ち上がった委員会「魅力アップ

委員会」は職員発信で魅力ある施設作りを目

指しています。この委員会はまったくの職員

主導型で「管理職も入り込まない」をスタン

スにしています。まずは手始めに職員が感じ

ている支障や仕事のやりにくさなどを赤裸々

にリサーチすることから始めました。これの

良さは「なんとかしてくれ」ではなく「なん

とかしよう」の職員主導型ということ、決し

てトップダウンではないところです。職員ひ

とり一人の意見は様々で理にかなうことから

かなわないことまで多伎にわたります。それ

を丁寧に対応し検討します。そこには、思い

やりと支える心が感じられ、管理者からみれ

ば理不尽な要求と思われがちなこと、自分達

では解決できないことに希望をもって対応し

ている姿に私は感動します。我が事として、

訴える職員に回答する姿に昨今の職場愛の薄

いイメージはありません。まずは仕事を辞め

たいと思わせない体制を自らが奔走して見せ

てくれています。とても誇らしく素晴らしい

職員に育ってくれたと思います。もちろん利

用者優先、利用者本位のケアの提供を、目指

す上での視点で活動しています。職員の成長

と高品質のサービスがモットーと言えれるよ

うに、福寿園ケアがそんな職員によって支え

られていると世の中から賛辞をうけられるよ

うに決してぶれることのない理念をこれから

も継続していきます。 

（文責：施設長 端 久美） 

 


